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「お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
！
」
と
、
今

日
も
元
気
な
生
徒
の
声
が
校
庭
に
響
き

ま
す
。
北
中
学
校
で
は
、
毎
月

一
週
間

「
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
運
動
」
を
実
践
し
、
生
徒

会
は
も
ち
ろ
ん
ク
ラ
ス
や
部
活
動
単
位

で
教
師
と
生
徒
が

一
緒
に
校
門
に
立
ち
、

あ
い
さ
つ
運
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
ま

た
毎
週
月
曜
日
に
は
厚
生
保
護
女
性
会

の
人
た
ち
も
参
加
し
、
連
携
の
輪
に
入

っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
北

中
校
区
の
小
学
校
、
市
内
の
高
校
と
も

「朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
行
う
な
ど

「
み
そ
あ
じ
」
運
動

（
み
＝
身
だ
し
な

み
。
そ
＝
掃
除

。
あ
＝
あ
い
さ
つ
。
じ

同
時
間
）
を
重
点
的
に
行
い
、
生
徒
と

教
師
が
力
を
合
わ
せ
て

「
よ
り
よ
い
学

校
、
地
域
に
誇
れ
る
学
校
」
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
地
域
の

人
た
ち
に
も
褒
め
て
も
ら
え
る
ま
で
に

な
り
ま
し
た
。

‐２
の
「
ス
テ
ー
ジ
」

こ
の
運
動
を
支
え
て
い
る
の
が
、
毎

月
の

「
ス
テ
ー
ジ
」
と
い
う
言
葉
で
表

現
し
て
い
る
生
徒
と
教
師
の
重
点
目
標

で
す
。
４
月
は

「出
会
い
」、
５
月

「自

律
」、
６
月

「協
働
」、
７
月

「挑
戦
」、

８
月

「飛
躍
と
充
電
」、
９
月

「鍛
錬
」、

１０
月

「創
造
」、
Ｈ
月

「対
話
」、
１２
月
は

「向
上
」
と
し
、
各
月
を
生
徒
会
本
部
が

中
心
と
な
り
、
日
標
を
持
っ
て
生
活
す

る
よ
う
生
徒
に
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

３
学
期
に
は
、
学
年
や
中
学
校
生
活

を
仕
上
げ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
ヘ
つ
な
げ

羽
ば
た
い
て
い
く
た
め
、
１
月

「立
志
」、

２
月

「鍛
錬
」、
３
月

「ア
ク
セ
ス
」
と
し
、

生
徒

一
人

一
人
が
よ
り
自
分
自
身
を
高

め
て
い
く
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

教
師
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
・地
域

の
連
携

生
徒
の
最
後
の
仕
上
げ

・
頑
張
り
を

応
援
し
よ
う
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
は
３
月
２

日
に
教
育
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
本

来
は
保
護
者
向
け
で
す
が
、
今
回
は
生

徒
も

一
緒
に
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

大
け
が
と
い
う
挫
折
と
逆
境
か
ら
立
ち

上
が
り
未
来
に
向
け
て
挑
戦
し
続
け
る

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の

「う
～

み
」
さ
ん
で
し
た
。
彼
女
の
人
生
観
や

人
を
想
う
心
の
こ
も
っ
た
ト
ー
ク
と
歌

を
聞
き
、
涙
す
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
彼

女
の
歌
は
今
後
の
人
生
の
糧
と
な
っ
て


